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１３７

▲第３０回全国豊かな海づくり大会サテライトイベント池田
稚鮎の放流（八幡小北杭瀬川にて）
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6月9日

第２回臨時議会

７月１６日開催
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専決処分事項（国の地方税法改正に伴う）
葛個人住民税の扶養控除の見直し
　　（所得税の扶養控除見直しに伴って）
葛新築住宅に係る固定資産税の減額措置の
期間を２年又は３年延長

葛地方たばこ税の税率引き上げ
　　（健康によくないので消費を減らすため）

たばこ１箱（２０本）あたりの税負担額
　　　　　　　　  現行　 １０月から
市町村たばこ税　 ６６円→ ９２円（＋２６円）
道府県　〃　　　 ２１円→ ３０円（＋９円）
国　　　〃　　　 ８８円→１２３円（＋３５円）
合　　　計　　　１７５円→２４５円（＋７０円）
小売定価（１箱）３００円→４００円

葛町職員の育児休業等に関する条例改正
　　（職員の育児・介護を支援するもの）
　超過勤務の制限。育児短時間の勤務が出来る。
　パパ育休の新設。配偶者が育休でも休める等。

反対討論 ……………………………………………… 
　公務員を優遇し過ぎではないか。
　さらに官民格差が広がるのはのぞましくない。
賛成討論 ……………………………………………… 
　地方自治体がモデルになって、まず始めるべき。
採決 …………………………………………………… 
　賛成多数で可決

葛平成２１年度、土地開発公社の事業・決算報告
・土地の取得
　役場駐車場（線路の東）　４６３㎡　 　２９０万円
・土地の処分（池田町へ売却）
　中公民館駐車場の１部　 ３０７㎡　　２８７２万円
　東幹線改良用地　　　　１４４４㎡　 　２９７万円
・北部工業団地事業の業務費
　土地改良区転用決済金・県証紙代　 ３５３万円
・長期借入金残高　　　　　　　１０億４１７０万円

葛平成２２年度への繰越金について報告
　一般会計 １億４５８８万円
　公共下水道配管事業 １億１７８８万円
　上水道事業（下水道に関連で） ６５０万円

葛池田町下水道条例の一部を改正
料金改定の日時を平成２２年６月３０日から平成２４年
６月３０日にする。

葛一般会計補正予算を原案可決
　歳入・歳出に３６６０万円追加
　予算総額は、７０億８６６０万円となった。

葛葛２議案を原案可決
池田中学校南校舎耐震補強工事請負契約の締結　契約金額　１億３１２５万円
一般会計補正予算　１７６万円
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北部工業団地動き始める

黒田橋

沓井

粕川

池田町
リサイクルセンター

養基公民館

県道池田・揖斐川・大野線

池田公園

アピ

コダマ樹脂

段

般若畑

宮地小学校

宮地
田中

杭瀬川

さくら苑

北部多目的広場

養基神社

北部工業団地

県
道
藤
橋
・
池
田
線

葛議会改革の一環として
・常任委員会の傍聴は、本会議と同様、受付して随時できる
事になりました。
・傍聴の方には議案書を配布しますが、帰られる時返却ねが
います。
・役場１階のテレビでも放映しています。議会に是非関心を
持って下さい。

▲北部工業団地　位置図

◇
今
年　

月
中
に
造
成
工
事
完
了

１１

◇
造
成
用
地　

４
万
１
千
㎡

◇
今
年　

月
工
場
用
地
受
け
渡
し

１２

　予　定　

北
部
工
業
団
地
の
現
場
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道
の
駅
の
緑
地
帯
は
町
民
参
加

で
植
樹
を
す
る
い
い
機
会
だ
。

　

南
部
公
園
や
ふ
れ
あ
い
街
道
ぞ

い
の
耕
作
放
棄
地
な
ど
植
え
る
場

所
は
町
が
準
備
し
、
樹
木
は
基
本

的
に
町
民
の
植
樹
な
り
記
念
植
樹

に
し
た
ら
ど
う
か
。

 
町　

長 

　

提
案
を
受
け
な
が
ら
進
め
る
が
、

中
学
３
年
生
の
卒
業
記
念
に
各
ク

ラ
ス
１
本
づ
つ
大
木
を
植
え
た
ら

と
考
え
て
い
る
。

窪田弘子 議員

下水道料金を従量制に

　

初
め
て
の
料
金
改
定
か
ら
３
年

が
過
ぎ
見
直
す
時
だ
が
、
世
間
の

情
勢
か
ら
難
し
い
と
２
年
先
送
り

し
た
。
こ
の
際
、
ほ
と
ん
ど
の
自

治
体
が
や
っ
て
い
る
従
量
制
に
池

田
町
も
切
り
替
え
た
ら
ど
う
か
。

支
払
う
側
の
公
平
感
・
他
市
町
と

の
比
較
が
し
や
す
い
事
・
将
来
の

値
上
げ
も
抵
抗
感
少
な
く
い
け
る

な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
は
多
い
。
今
の

人
数
割
り
で
の
料
金
改
定
は
無
理

で
は
な
い
か
。

　

下
水
道
の
維
持
管
理
費
へ
の
町

の
持
ち
出
し
分
は
、
年
平
均
１
億

円
と
い
う
現
実
が
あ
る
。

　

川
の
水
が
き
れ
い
な
、
住
み
よ

い
環
境
・
快
適
な
生
活
に
は
下
水

道
は
不
可
欠
、
だ
か
ら
日
本
中
で

進
め
て
い
る
。
少
々
の
値
上
げ
は

や
む
な
し
と
町
民
に
理
解
さ
れ
る

よ
う
啓
蒙
さ
れ
た
い
。

 
町　

長 

　

維
持
管
理
費
は
何
と
か
使
用
料

で
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
区
懇
談
会
な
ど
で
財
政
計
画
を

示
し
現
状
を
知
っ
て
頂
き
協
力
し

て
も
ら
え
る
よ
う
進
め
ま
す
。
従

量
制
に
つ
い
て
は
２
年
後
に
向

か
っ
て
努
力
し
ま
す
。

　

白
鳥
・
深
歩
谷
の
農
集
地
区
で

も
、
川
が
き
れ
い
に
な
っ
た
と
住

民
は
実
感
し
て
み
え
る
。
処
理
容

量
は
あ
る
の
だ
か
ら
他
地
区
が
入

る
と
い
う
話
は
で
き
な
い
も
の
か
。

接
続
率
が
上
が
る
よ
う
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
考
え
な
い
と
。

 
町　

長 

　

補
助
金
や
処
理
施
設
増
強
の
費

用
対
効
果
な
ど
厳
し
い
が
情
報
を

見
な
が
ら
検
討
す
る
。

町
民
、
記
念
植
樹
の
す
す
め

〜電気代のように使った分だけ払う〜

　

心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
あ
た
え
命
を
救
う
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
町
内
の
公
共
施
設
に　

台
あ
る
。
救
急
車
到
着
ま
で

１９

に
使
え
ば
、
生
存
率
・
社
会
復
帰
率
は
数
倍
上
が
る
。
１

基　

万
円
の
す
ぐ
れ
も
の
、
講
習
会
を
も
っ
と
開
き
、
み

３０
ん
な
が
使
え
る
よ
う
に
。
池
田
公
園
・
南
部
公
園
に
ぜ
ひ

設
置
さ
れ
た
い
。

 
町　

長 

　

講
習
会
は
毎
年
継

続
し
て
実
施
す
る
。

池
田
公
園
に
は
設
置

す
る
。

町民がAED（救命器）を
　使えるように

役場ロビーにあるAED
救急車到着までの５分が生死を分け
る事もある

早く「下水道全町完備」になるといいね
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町　

長 　

　

一
部
の
給
食
費
未
払
い
家
庭
へ

は
、
子
ど
も
手
当
を
現
金
支
給
に

切
り
替
え
、
支
給
時
に
収
納
し
て

頂
く
事
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

口
座
振
替
が
出
来
な
か
っ
た
場

合
の
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は
教
育

上
適
正
か
。

 
教
育
長 

　

集
金
袋
を
児
童
生
徒
に
手
渡
し

す
る
の
で
は
な
く
、
心
理
的
影
響

を
考
慮
し
、
直
接
家
庭
へ
訪
問
し

て
集
金
す
る
な
ど
の
対
応
を
徹
底

し
て
い
く
。

　

今
年
度
か
ら
始
ま
る
子
ど
も
手

当
に
つ
い
て
、
岐
阜
県
青
年
の
つ

ど
い
協
議
会
か
ら
出
さ
れ
た
提
言

書
の
中
に
あ
る
、
子
ど
も
手
当
を

給
食
費
に
充
当
す
る
要
望
に
つ
い

て
、
池
田
町
と
し
て
の
見
解
は
。

　
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://bit.ly/bdU
TC

　
                 
  

H  

　 
町　

長 

　

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
各
自

治
体
の
自
由
裁
量
に
よ
る
基
金
と

し
て
の
支
給
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
手
当

は
受
給
者
の
保
護
が
規
定
さ
れ
て

お
り
、
制
度
上
は
困
難
で
あ
る
。

　

池
田
町
独
自
に
「
給
食
費
の
無

償
化
」
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い

の
か
。

　

ま
た
、
支
給
額
か
ら
給
食
費
相

当
額
を
差
し
引
き
一
律
無
料
化
に

向
け
国
へ
意
見
書
な
ど
を
提
出
す

る
な
ど
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は

あ
る
の
か
。

 
町　

長 

　

池
田
町
独
自
で
は
予
算
的
に
難

し
い
。
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

　

子
ど
も
手
当
を
給
食
費
未
払
い

に
充
当
す
る
事
は
出
来
な
い
か
。

〜
小
川
と
ビ
オ
ト
ー
プ
で
環
境
教
育
〜

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

〜制度改革とさらに楽しい給食の実現に向けて！〜

給食費無償化と
　子ども手当について

　

地
域
の
特
色
を
生
か
し
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
地

域
の
子
供
達
を
育
て
て
い
く
こ
と

は
、
地
元
へ
の
郷
土
愛
を
醸
成
し
、

地
域
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
八
幡

小
学
校
の
新
築
工
事
に
お
い
て
ビ

オ
ト
ー
プ
を
活
か
す
事
は
出
来
な

い
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
設
計

コ
ン
セ
プ
ト
で
進
め
て
い
る
か
。

牧村範康 議員

小
学
校
の
給
食

 
町　

長 

　

ハ
リ
ヨ
の
移
動
は
法
的
な
規
制

が
あ
る
た
め
出
来
な
い
。
ビ
オ

ト
ー
プ
は
校
庭
の
面
積
の
関
係
も

あ
り
、
北
側
の
杭
瀬
川
を
校
庭
と

一
体
化
す
る
中
で
地
域
の
皆
様
と

相
談
し
つ
つ
考
え
て
い
き
た
い
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
検
討
委
員
会

や
子
ど
も
た
ち
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
り
進
め
て
い
く
。

【
要　

望
】

　

教
育
現
場
と
地
域
が
一
体
と
な

れ
る
よ
う
な
特
色
あ
る
環
境
教
育

を
進
め
て
ほ
し
い
。

簡易なビオトープの作製図
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町
長
は
二
期
八
年
間
を
ま
も
な

く
終
え
ら
れ
、
そ
の
間
に
下
水
道
工

事
の
推
進
、
温
知
小
学
校
の
建
設
、

中
学
三
年
生
ま
で
の
医
療
費
の
無

料
化
な
ど
町
行
政
に
大
き
な
仕
事

を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
三
期
目
も

道
の
駅
、
国
体
な
ど
五
次
総
合
計
画

の
中
に
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
が
待
っ
て
お
り

ま
す
。
三
期
目
も
出
馬
さ
れ
町
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
ご
意
向
を
お
伺
い
し
た
い
。

 
町　

長 

　

五
次
総
合
計
画
の
中
に
は
懸
案

事
項
が
多
く
残
っ
て
お
り
ま
す
。

町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
、
福
祉
の

町
、
教
育
立
町
の
町
、
生
き
生
き

と
市
民
が
つ
な
が
り
夢
の
持
て
る

町
、
企
業
誘
致
に
よ
る
財
政
基
盤

の
安
定
し
た
町
、
ま
た
、
人
口
減

少
と
少
子
高
齢
化
社
会
な
ど
へ
、

皆
さ
ん
方
に
ご
支
援
い
た
だ
け
れ

ば
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
、
三
期
目
に
挑
戦
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
方
の

力
強
い
ご
支
援
を
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

松岡正彦 議員

岡崎町長の三期目出馬を問う

　

車
を
運
転
し
て
い
て
赤
色
回
転
灯
を
見
る
と
「
危
険

な
と
こ
ろ
だ
な
あ
」「
交
差
点
が
あ
る
な
あ
」
と
一
瞬
注

意
を
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
が
交
通
安
全
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
。

 
町　

長 

　

と
に
か
く
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ほ
し
い
。
区
長
さ

ん
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
ら
十
分
検
討
し
て
設
置
し
た
い
。赤色回転灯の設置風景

赤
色
回
転
灯
を
増
設
し

　
　

交
通
安
全
の
町
に

池田町消防団
岐阜県消防操法大会に出場
８月１日に揖斐川町にて開催！

第３分団第一班（上八幡地区）

噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛

祝
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ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
や
芝
生
広

場
を
整
備
し
、
家
族
で
ゆ
っ
く
り

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
場
所
を
作

り
た
い
。

　

ト
ン
ネ
ル
開
通
前
後
で
４
回
独

自
に
交
通
量
調
査
を
し
た
が
、
交

通
量
が
増
加
、
周
辺
の
車
の
流
れ

も
変
わ
っ
て
き
た
。
①
交
差
点
で

の
事
故
が
心
配
さ
れ
る
。
信
号
に

矢
印
信
号
あ
る
い
は
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
交
差
点
化
し
て
安
全
対
策
を
。

②
道
の
駅
が
来
春
オ
ー
プ
ン
す
る

が
北
側
出
入
口
の
右
折
禁
止
は
マ

イ
ナ
ス
が
大
き
い
。
改
善
を
。
③

道
の
駅
池
田
温
泉
を
核
に
し
て
ス

ポ
ー
ツ
・
観
光
等
の
拠
点
化
を
図

れ
。
④
駐
車
場
が
分
散
し
利
用
者

が
不
便
だ
、
駐
車
場
案
内
を
。
池
田

山
等
の
道
案
内
も
設
置
さ
れ
た
い
。

 
町　

長 

　

交
通
量
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
。

岐
阜
関
ヶ
原
線
の
全
体
的
な
交
通

量
を
把
握
し
た
い
。
将
来
的
に
四

車
線
化
も
含
め
見
直
す
部
分
も
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　

右
折
禁
止
は
公
安
委
員
会
と
の

協
議
の
結
果
。
ふ
れ
あ
い
街
道
と

の
交
差
点
の
位
置
を
変
え
る
等
対

応
を
検
討
し
ま
す
。

　

駐
車
場
の
空
き
状
況
を
表
示
出

来
る
よ
う
に
し
利
用
者
の
便
を
図

り
た
い
。

　

道
の
駅
池
田
温
泉
を
核
に
し
て

ス
ポ
ー
ツ
や
観
光
の
拠
点
と
し
て
、

　

池
田
町
が
非
核
平
和
宣
言
を
し

て　

年
以
上
経
過
し
た
。
世
界
的

２０
に
核
兵
器
を
削
減
し
て
い
こ
う
と

い
う
流
れ
が
出
て
い
る
今
日
、
役

場
入
り
口
に
あ
る
古
く
な
っ
た
看

板
を
新
調
す
べ
き
、
ま
た
、
平
和

を
訴
え
る
企
画
を
し
て
は
。

 
町　

長 

　

非
核
三
原
則
が
あ
り
、
恒
久
平
和

を
実
現
す
る
こ
と
は
国
民
全
体
の

願
い
。
平
和
宣
言
の
町
と
し
て
核

廃
絶
に
向
け
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
署
名
や
平
和
行
進
に
も
協

力
し
た
い
。
国
体
開
催
に
向
け
庁

舎
入
り
口
の
看
板
を
整
備
し
ま
す
。庁舎入口にふさわしい看板に！

野網義一 議員　

スポーツ・観光の拠点に

道の駅・池田温泉周辺の
　交通安全対策を！

　

池
田
温
泉
や
道
の
駅
の
排
水
は

公
共
下
水
道
で
処
理
す
べ
き
。
岐

阜
関
ヶ
原
線
沿
い
は
農
振
地
域
か

ら
除
外
（
商
業
ゾ
ー
ン
）
さ
れ
多

く
の
開
発
計
画
が
進
行
し
て
い
る
。

今
は
畑
の
周
辺
も
急
速
に
宅
地
化

が
進
行
す
る
。
一
体
の
下
水
処
理

計
画
の
見
直
し
を
。

 
町　

長 

　

東
光
寺
谷
地
区
農
集
に
池
田
温

泉
新
館
の
排
水
を
流
し
迷
惑
を
か

け
て
い
る
。
岐
関
線
沿
線
に
い
ろ

い
ろ
開
発
計
画
が
上
が
っ
て
い
る

が
東
光
寺
谷
地
区
農
集
は
能
力

い
っ
ぱ
い
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

道
の
駅
や
温
泉
は
都
市
計
画
区
域

外
で
公
共
下
水
に
な
る
。
今
後
区

域
変
更
を
視
野
に
入
れ
て
早
急
に

検
討
し
た
い
。

岐
阜
関
ヶ
原
線
沿
い
の

　

下
水
処
理
計
画
の
見
直
し
を

 
非
核
平
和
宣
言
の
Ｐ
Ｒ
を

道の駅「池田温泉」平面図
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町
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

就
学
前
の
子
供
を
養
育
す

る
職
員
の
超
過
勤
務
を
制
限

し
て
い
る
が
、
誰
で
も
い
つ

で
も
該
当
す
る
の
か
。

Ａ　

申
請
し
た
と
き
だ
け
。
緊

急
時
や
災
害
時
は
適
用
さ
れ

な
い
。

町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

育
休
中
の
人
は
何
人
か
。

Ａ　

４
月
１
日
現
在
４
人
。
改

正
さ
れ
る
と
男
性
職
員
の
５

人
が
追
加
さ
れ
る
。

Ｑ　

産
休
・
育
休
を
続
け
た
場

合
ど
う
な
る
か
。

Ａ　

育
休
中
は
無
給
（
共
済
か

ら
一
年
間
は
育
児
休
業
基
本

給
付
金
が
５
割
）
昇
格
し
な

い
の
で
将
来
に
影
響
が
出
る
。

Ｑ　

育
休
は
フ
ル
だ
と
３
年
と

れ
る
が
職
場
に
影
響
し
な
い

か
。

Ａ　

臨
時
職
員
で
カ
バ
ー
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
休
み
が

長
い
と
職
場
復
帰
が
大
変
な

の
で
現
状
は
２
年
以
内
に

な
っ
て
い
る
。

農
業
集
落
排
水
及
び
公
共
下

水
道
の
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

料
金
改
定
か
ら
３
年
。
ど

う
し
て
値
上
げ
を
見
送
っ
た

か
。

Ａ　

料
金
改
定
後
接
続
率
が
下

図
の
よ
う
に
大
幅
に
下
が
っ

た
。
景
気
も
悪
い
の
で
２
年

間
先
送
り
し
た
。

Ｑ　

赤
字
縮
小
に
３
年
間
に
ど

ん
な
努
力
を
し
て
き
た
か
。

Ａ　

接
続
率
の
向
上
と
滞
納
が

な
い
よ
う
努
力
し
て
き
た
。

Ｑ　

従
量
制
へ
の
移
行
を
前
提

に
調
査
研
究
す
べ
き
。

Ａ　

事
業
所
の
協
力
を
得
な
が

ら
研
究
し
た
い
。

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正

２２

予
算

Ｑ　

大
池
町
の
防
火
水
槽
を
埋

め
立
て
て
影
響
は
出
な
い
か
。

Ａ　

以
前
は
防
火
水
槽
と
し
て

使
っ
て
い
た
が
水
が
な
く
な

り
役
割
を
果
た
し
て
い
な

か
っ
た
。
付
近
の
下
水
道
工

事
も
終
わ
り
、
舗
装
さ
れ
る

の
で
合
わ
せ
て
舗
装
し
、
地

元
で
管
理
し
て
も
ら
う
。

Ｑ　

白
鳥
雇
用
促
進
住
宅
の
廃

止
に
伴
う
移
転
は
進
ん
で
い

る
の
か
。

Ａ　
　

年
ま
で
延
び
た
。
町
営

２６
住
宅
に
優
先
的
に
入
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
残
り

　

数
軒
に
な
っ
て
い

１０る
。

Ｑ　

池
田
温
泉
新
館
の

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
水
漏

れ
が
し
て
い
る
が
工

事
休
館
中
に
対
応
さ

れ
た
い
。

Ａ　

よ
く
調
査
を
し
て

対
応
し
ま
す
。

Ｑ　

道
の
駅
の
植
栽

ゾ
ー
ン
に
樹
木
の

オ
ー
ナ
ー
を
募
り
リ

ピ
ー
タ
ー
の
お
客
さ

ん
を
増
や
し
た
ら
ど

う
か
。

Ａ　

植
栽
ゾ
ー
ン
に
四
季
折
々

に
咲
く
花
の
名
所
に
な
る
よ

う
考
え
て
い
る
。
オ
ー
ナ
ー

制
度
も
導
入
し
た
い
。

Ｑ　

池
野
駅
北
口
の
駐
車
場
が

ほ
ぼ
一
杯
に
な
っ
て
い
る
。

駐
車
ス
ペ
ー
ス
枠
を
増
や
さ

れ
た
い
。
西
側
の
駐
車
場
や

駐
輪
場
の
と
こ
ろ
が
暗
い
、

街
灯
を
増
設
さ
れ
た
い
。

Ａ　

現
地
を
調
査
し
検
討
し
ま

す
。

Ｑ　

道
の
駅
へ
北
側
か
ら
進
入

す
る
橋
の
井
振
谷
の
下
流
側

約　

ｍ
の
堤
防
の
空
積
み
が

１１
弱
い
。
改
修
さ
れ
た
い
。

Ａ　

現
場
を
見
て
県
に
や
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

総
務
建
設
産
業
委
員
会

総
務
建
設
産
業
委
員
会

付託案件
◎
池
田
町
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
な
ど

条
例
関
係
四
件
。

◎
字
区
域
の
変
更
に
つ
い

て
◎
平
成　

年
度
一
般
会
計

２２

補
正
予
算

主
な
審
査
の
内
容

公共下水道の接続件数の推移

H17
6 12

H18
6 12

H19
6 12

H20
6 12

H21
6 12

改修が望まれる堤防
（左側の草の部分）井振谷
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Ｑ　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
助
成
事
業
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

Ａ　

こ
の
制
度
の
枠
を
新
た
に

設
け
た
。
小
学
６
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
の
女
子
を

対
象
と
し
て
、
当
面　

％
、

１５

　

人
の
枠
を
設
け
た
。
チ
ラ

８５シ
や
、
校
長
会
・
養
護
教
諭

の
先
生
と
連
携
を
と
っ
て
ア

ピ
ー
ル
し
、
広
報
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
費
７
０
０
０
円
の
助
成
金

３
０
０
０
円
を
、
１
／
２
の

３
５
０
０
円
に
な
ら
な
い
か
。

Ａ　

他
町
を
参
考
に
し
て
３
０

０
０
円
に
し
た
が
老
人
の
肺

炎
で
の
死
亡
も
多
く
、
医
療

費
の
こ
と
も
考
え
て
１
／
２

と
し
ま
す
。

Ｑ　

８
月
８
日
予
定
の
青
少
年

育
成
町
民
大
会
の
内
容
は
ど

の
様
な
も
の
か
。

Ａ　

健
康
福
祉
課
の
中
で
安
心

こ
ど
も
基
金
、「
子
育
て
創

成
事
業
」
が
あ
り
教
育
子
育

て
講
演
会
を
実
施
し
講
師
に

竹
下
和
男
先
生
の
講
演
と
従

来
か
ら
の
少
年
の
主
張
発
表

を
行
う
予
定
。

Ｑ　

八
幡
小
学
校
改
築
工
事
の

設
計
業
者
の
選
定
は
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
か
。

Ａ　

６
月
中
頃
を
め
ど
に
、
３

社
か
ら
作
品
を
も
ら
い
、
そ

こ
か
ら
１
社
選
定
す
る
。

Ｑ　

八
幡
小
学
校
、
校
庭
内
の

児
童
館
の
位
置
は
、
新
校
舎

建
設
に
支
障
を
き
た
さ
な
い

か
。

Ａ　

い
ろ
ん
な
意
見

を
聞
き
な
が
ら
現

位
置
に
建

設
し
た
経

緯
が
あ
り

ま
す
。
今

後
整
備
検

討
委
員
会

で
検
討
す

る
事
に
な

る
。

Ｑ　

中
公
民

館
の
屋
上

防
水
改
修

工
事
は
建

設
以
後
初
め
て
か
。

Ａ　

建
設
当
初
か
ら
初

め
て
で
、
工
事
費
１

２
８
万
円
は
商
工
会

で
負
担
す
る
。

Ｑ　

６
月
か
ら
子
供
手

当
が
支
給
さ
れ
る
が
、

池
田
町
は
い
つ
、
ど

の
様
に
支
給
さ
れ
る

の
か
。

Ａ　

６
月
支
給
は
２
月
、

３
月
分
の
児
童
手
当

と
４
月
、
５
月
分
の

子
ど
も
手
当
を
支
給

す
る
。
合
わ
せ
て
６
月
に
支

給
す
る
の
は
１
億
３
１
４
６

万
円
で
、
６
月　

日
に
振
り

１０

込
む
。

Ｑ　

町
長
の
公
約
で
あ
る　

人
３０

学
級
は
、
変
則
で
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
は
ど
う
か
。

Ａ　

道
徳
、
音
楽
は
通
常
通
り

で
、
算
数
、
国
語
、
理
科
、

社
会
は　

人
学
級
で
行
っ
て

３０

い
る
。
効
果
が
出
て
い
る
の

で
、
八
幡
小
、
池
田
小
で
も
、

３
年
生
ま
で
拡
大
し
、
町
単

独
の
先
生
を
つ
け
て
い
る
。

主
な
審
査
の
内
容

民
生
文
教
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

付託案件
予
算
関
係

◎
平
成　

年
度
一
般
会
計

２２

補
正
予
算

児童館

池田町任意予防接種費用助成事業明細

肺炎球菌おたふくかぜ水痘（水ぼうそう）子宮頸がん
７０歳以上１歳～就学前１歳～就学前小６～中３女子対 象 年 齢
３,６９２人１,１７８人１,１７８人５６９人対 象 人 数
１回１回１回３回接 種 回 数

１回目→２回目　１ヶ月後
接 種 間 隔

１回目→３回目　６ヶ月後
９０人９０人９０人８５人補助対象人数

１０人×９ヶ月１０人×９ヶ月１０人×９ヶ月小６～中３女子１５％根 拠
７,０００円６,０００円８,０００円１５,０００円１ 回 費 用

３,５００円×１回３,０００円×１回４,０００円×１回７,５００円×３回助 成 費 用

○実施一覧表

八幡児童館の位置
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編

集

後

記

議会活動日誌

　
「
い
ま
ど
き
の
若
い
者
は
…
」と
言
う
の
は

年
を
と
っ
た
証
拠
で
す
け
ど
、
最
近
の
若
者

は
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
思
う
。
先
日
ミ
ク

シ 
ー 
で
、
地
元
を
愛
し
、
自
主
的
・
自
発
的

（
注
）

に
街
の
美
化
に
汗
を
流
す
若
者
た
ち
に
出

会
っ
た
。
そ
の
名
も
「
日
本
美
化
し
隊
」。

　

そ
の
ひ
た
む
き
な
姿
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く

瞳
と
澄
ん
だ
心
は
、
街
だ
け
で
な
く
人
の
心

の
浄
化
も
し
て
く
れ
る
。
ま
た
、
自
分
の
意

見
を
論
理
的
に
熱
く
語
る
こ
と
が
で
き
る
。

荒
削
り
で
は
あ
る
が
、
た
だ
た
だ
感
心
す
る
。

自
分
が
社
会
人
に
な
っ
た
頃
は
挨
拶
さ
え
上

手
く
で
き
な
か
っ
た
。
今
、
若
者
か
ら
学
ば

せ
て
い
た
だ
く
街
づ
く
り
の
姿
勢
は
、
新
人

議
会
人
に
と
っ
て
貴
重
な
ス
パ
イ
ス
と
な
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
。

　

今
月
は
、
夏
休
み
。
家
族
で
レ
ジ
ャ
ー
に

出
か
け
る
機
会
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ど
う
か

事
故
、
怪
我
、
病
気
に
は
十
分
に
気
を
つ
け

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

も
議
会
広
報
委
員
一
同
、
丁
寧
で
わ
か
り
や

す
く
、
一
層
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
広

報
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

注
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
S
N
S
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）。

　

副
委
員
長　

牧　

村　

範　

康

８日（土） 第６０回揖斐緑と水のまつり
１６日（日） 池田町消防操法大会
１９日（水） アピ㈱池田医薬品工場見学会
２０日（木） 月例議員懇談会
 全員協議会
２１日（金） 土地開発公社理事会
２４日（月） 揖斐広域連合議会臨時会
２５日（火） 議会運営委員会

５月

８日（木） 広報編集委員会
９日（金） 広報編集委員会
１２日（月） 広報編集委員会
１５日（木） 広報編集委員会
１６日（金） 月例議員懇談会
 第２回臨時議会
２０日（火） 広報編集委員会

７月

工場見学研修会

工場内部見学会の様子

１日（火） 第２回定例会（第１日）
 広報編集委員会
３日（木） 民生文教委員会
４日（金） 総務建設産業委員会・同協議会
８日（火） ぎふ清流国体実行委員会第２回総会
９日（水） 第２回定例会（第２日）・全員協議会
１２日（土） 第３０回全国豊かな海づくり大会
 第２３回ほたる祭り
１６日（水） 土地開発公社理事会
１８日（金） 池田町農業振興地域整備計画協議会
２０日（日） 揖斐郡消防操法大会
２３日（水） 月例議員懇談会・戦没者追悼式

６月

東川ほたる祭


